


























Ward, & Schumach-er, 1993; Marsh, Bink, & Hicks, 1999）。Smith et al.（1993）は，描画の前に生物の事例（２本の
触角や尾の特徴をもつ生き物）を見せると事例と類似した特徴をもつ生き物が生成されることから，先行刺激である
事例がアイディアの固着をもたらし，拡散的なアイディアの生成を抑制することを明らかにした。




む生き物を生成した。さらに，攻撃的な概念の文をつくる語順並べ替え課題（scrambled sentences task, Watson, 






であり，攻撃的特徴を全く含まない作品も多く生成されている。また，Marsh et al. と同様に攻撃的語順並べ替え課
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［t(83)＝－2.06, p < .05］。
　攻撃性得点　概念的プライミングの攻撃的と中立的語順課題条件および攻撃的イメージ高低群の平均攻撃特徴数を
Table 2上段左上に示す。2（語順課題）×２（攻撃的イメージ）分散分析の結果，攻撃的イメージの主効果が有意で
あり［F(1, 81)＝9.43, p < .005］，イメージ高群（M＝.62）が低群（M＝.32）よりも攻撃的特徴が多く生成され
た。語順課題の主効果および課題とイメージの交互作用はなかった［Fs < 1］。攻撃総合評定（Table 2上段右上）も
同様に，攻撃的イメージ高群（M＝1.20）が低群（M＝.70）よりも有意に高い評定を受けたが［F(1, 81)＝9.22, p 
< .005］，語順課題の効果およびそれとイメージの交互作用は有意ではなかった［Fs < 1］。
　次に性の効果を検討した。これまでの分析で語順課題の効果が全くなかったことから，この要因は考慮しないこと
とした。性および攻撃的イメージ高低群ごとの攻撃特徴得点と総合評定得点をTable 2上段下に示す。指標ごとのイ
Table 1．Mean Image Scores in the Hostile and Neutral Sentences Task Conditions
Hostile image Friendly image
Sentences N Group n Mean (SD) n Mean (SD)
Hostile 42 High 25 3.70  ( .43) 19 3.72  ( .44)
Low 17 2.35  ( .57) 23 2.43  ( .47)
Total 3.15  ( .83) 3.01  ( .79)
Neutral 43 High 19 3.48  ( .41) 25 3.90  ( .40)
Low 24 2.33  ( .46) 18 2.49  ( .59)
Total 2.84  ( .72) 3.31  (1.02)
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メージと性の分散分析は主効果のみがそれぞれ有意であり，上述の通りイメージ高群は両得点とも低群よりも有意に
高かった［Fs (1,81)≦ 5.51, ps < .05］。また男性が女性よりも特徴数が有意に多く［男性と女性の順にそれぞれM
＝.67と.34，Fs (1, 81)＝ 5.59, p < .05］，総合評定も有意に高かった［男性と女性の順にそれぞれM＝1.41と.64，
Fs (1, 81)＝ 14.51, p < .001］。
　さらにTable 2下段に攻撃的と中立的語順群および親和的イメージ高低群ごとの攻撃特徴数と評定得点を示す。２
要因（語順課題と親和的イメージ）分散分析によると，親和的イメージ高群は低群に比べ攻撃的特徴数が有意に少な
い傾向であり［高群と低群の順にそれぞれM＝.39と.57，F(1, 81)＝ 3.34, p < .10］，攻撃評定値は有意に低かった 





群の順にそれぞれM＝.75と.91, F(1, 81)＝ 4.55, p < .05］，全体的な親和性評定も有意に高い傾向であった［高群
と低群の順にそれぞれM＝1.57と1.87, F(1, 81)＝ 3.78, p < .10］。語順課題と親和的イメージについても，イメー
ジ高群が低群よりも作品の親和特徴数が有意に多く［高群と低群の順にそれぞれM＝.90と.75, F(1, 81)＝ 4.37, p 
< .05］，親和性評定も有意に高かった［高群と低群の順にそれぞれM＝1.89と1.53, F(1, 81)＝ 5.86, p < .05］。い
ずれの分析でも語順課題の主効果，課題と各イメージ群の交互作用はなかった［Fs < 1］。
Table 2．Hostility Scores as a function of Sentences Task or Sex and Hostile or Friendly Image 
Number of features Hostility rating
Group Image N Mean SD Mean  SD
Hostile image
Sentences
Hostile High 25 0.65 .58 1.21  .97
Low 17 0.28 .32 0.67  .51
Neutral High 19 0.58 .45 1.18  .73
Low 24 0.35 .33 0.72  .63
Sex
Male High 21 0.78 .56 1.60  .86
Low 14 0.50 .33 1.12  .59
Female High 23 0.48 .42 0.83  .66
Low 27 0.23 .27 0.48  .42
Friendly image
Sentences
Hostile High 19 0.33 .37 0.69  .49
Low 23 0.64 .59 1.24   1.01
Neutral High 25 0.43 .34 0.83  .62































Table 3．Friendliness Scores as a function of Sentences Task and Hostile or Friendly Image 
Number of features  Friendliness rating
Sentences Image N Mean SD Mean SD
Hostile image
Hostile High 25 0.76 .33 1.64 .87
Low 17 0.91 .32 1.79 .62
Neutral High 19 0.73 .24 1.48 .47
Low 24 0.90 .41 1.94 .71
Friendly image
Hostile High 19 0.89 .32 1.92 .78
Low 23 0.76 .34 1.52 .74
Neutral High 25 0.90 .42 1.88 .75









































た（例えば，＂wood the split＂ から ＂たたき 木を 割る＂）。この改訳により文の攻撃的な印象が弱まり，攻撃的な概
念的プライミングとして十分に機能しなかった可能性がある。２点目は，攻撃的とみなされる言葉や単語の基準が英





















　創造性への固着を促す要因として，先行研究では，事例の提示（Smith et al., 1993）や概念的プライミング
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Appendix A.  Japanese Scrambled Sentences Task 
Hostile Neutral
私は たたく ハエを 羽音を 聞く ハエの
である バカ あいつは である 忙しい人 彼は
彼の 折れた 腕は 彼の 治療する 腕を
ボールを その 投げつける ボールを その 弾ませる
彼女は である 嘘つき 彼女は である 女性
おまえが 私は 憎い 名前を 弟の 聞く
穴を 開ける 切符に もって くる 切符を
壊れた 窓は その 開いた 窓は その
切り刻む その 脳を 切る その ケーキを
ブドウを 搾り取る その ブドウを 保存する その
私を おまえは うんざりさせる 私を あなたは 納得させる
ナイフで その 突き刺す 車で その 運転する
その 切る 紙を その もってくる 紙を
悪魔が 与える 彼に チャンスを 与える 彼に
銃撃する 私は お前を 尋ねる 私は 答えを
人に 投げつける 卵を その 調理する 卵を
それらを させる 爆発 それらの 発表する 情報を
もたらす 彼に 死を 聞かせる 彼に 音楽を
嫌いだ 私は 鼻にかけるやつが 会う 私は 友人に
する ノックアウト 彼を する 解放 彼を
やる お前を 殺して する あなたに 電話を
布を 引き裂く ビリビリ 布を 出す 売りに
ゲンコツを 使え お前の えんぴつを 使う あなたの
拷問 子どもを する 質問 子どもに する
買いたたく ひどく ものを 見つける ほりだしものを 私は
わめき 散らす 彼らに 整える それらを きれいに
つるす 男を その つるす 服を その
突く その 弱点を 数える 本数を くぎの
地獄へ 落ちる あいつは 眠りに つく あなたは
鉄砲を おまえの 使え ボールペンを あなたの 使う
蚊を 叩く その 蚊を 見つめる その
彼は である ばか者 彼は である 働きもの
手を 折る 彼の 手を にぎる 彼の
その 打つ ボールを その 持つ ボールを
である あいつは 詐欺師 である 彼は 男性
つもりだ たたく お前を つもりだ 導く あなたを
打ち出す 意見を 反対の 奏でる 旋律を 美しい
113対象へのイメージと概念的イミングが創造的生成課題に及ぼす影響
Hostile Neutral
その 壊す カギを その 取り付ける カギを
激しく 切り刻む 心臓を その 切る パンを
たたき オレンジを 潰す 試食 オレンジを する
うるさい 私に お前は 伝える 伝言を あなたは
突き刺す 剣を 強く する 剣を 交換
たたき 木を 割る 積み 木を 上げる
地図を 与える 彼に 時間を 与える 多くの
刺してやる お前を 何度も 会う あなたに 何度も
窓に ぶつける ボールを その 飲む 牛乳を
生きたまま 焼く 彼らを 生き生きした 見つける 彼らを
死なせて 彼を やる 食べ物を 彼の つくる
嫌いだ 泣き言が 私は 先生に 会う なつかしい
取る 彼を 私は 連れてくる 彼を 背の高い
殺害する お前を つもりだ 伝える あなたに つもりだ
切り裂く カバンの 縫い目を ぬう その ぬい目を
彼に する 平手打ちを 前の 与える 座席を
脳みそを する 訓練 少年を する 訓練
下げさせる 値段を ひどく 知る 値段を その
しかり 彼らを とばす 笑い うわさを とばす
切る 首を 彼の 洗う 頭を 彼の
打ち 付ける 釘を 並べ かえる 釘を
破滅させる 全員 彼らを 見る 全身を 彼の
ピストルを 使う お前の あなたの 使う けしごむを
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To investigate factors that restrict creativity, we examined 85 university students via a creative generation task.  For 
the conceptual priming manipulation, the participants first received a scrambled-sentences task that had either a hostile or a 
neutral valence.  They then devised novel space creatures for 20 minutes and lastly rated their general image of such 
creatures’ hostility and friendliness.  Regardless of the priming and control conditions, participants with a high-hostile or a 
low-friendly image generated creatures with more hostile features and with stronger hostility than those with a low-hostile 
or a high-friendly image.  The creatures’ hostility scores were higher in males than in females.  Friendliness scores were 
higher among participants with the low-hostile or the high-friendly image than among those with the high-hostile or the low-
friendly image.  Results suggest that creativity was constrained by internal factors such as the image of the space creatures 
and sex rather than external conceptual priming.  No effect of conceptual priming could be attributed to the translation of 
the English scrambled-sentences task into Japanese.
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